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恵泉あれこれ（１４）

「車廻し」

恵泉女学園が神楽町で誕生した翌１９３０（昭和５）年秋、
学園は千歳村船橋（現在地）に移転した。廃された学校の
跡地で、東南の角、今もそびえる二本のヒマラヤ杉の間に
正門があった。正門をはいると中央に芝生の「車廻し」が
あり、数本の若い松とつつじが植えられていた。校内は次
第に整備され多くの植物が植えられ、春の「車廻し」はパ
ンジー、デージー、アルメリアなど可愛い花々で縁取られ
新入生の胸にはこれらのコサージが飾られた。夏には木陰
で輪になって信和会役員会が開かれるなど、周辺は生徒た
ちのくつろぎの場にもなっていく。初めての園遊会（恵泉
デー）にお客様へのお茶を接待をしたのもこのあたりであ
る。
戦争中、「車廻し」の芝生は取り去られ、前面に扇形の
かなり深い防空用貯水槽（池）が掘られた。１９４２年にはイ
ースター早天礼拝がここで守られ、教師・生徒・同窓生二
百余名が集い主の復活を祝った。これは戦後までつづいて
いる。池には柵が設けられ、やがて地下水槽になっていく。
校舎も鉄筋に建て替えられたが清水学園長は、「車廻し」
の松を中心にしたたたずまいを恵泉の表玄関の象徴として
大切にされた。恵泉生にとって「車廻し」は最もなつかし
い風景の一つである。
２００１年の世田谷キャンパス大改築で正門はその位置を変
え、「車廻し」も姿を消すことになったが、松の木は校地
の北東に移され、日本間と共に今なお学園の歴史を物語っ
ている。 「恵泉」特集号（２０００・７）参照
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園芸作業後の休憩（１９３２年）
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イースター礼拝、河井先生と前田伊都子先
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移設された日本間と松（２００８年）
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